
ス
》
刀
↓
m

変
形
性
膝
関
節
症
は
加
齢
や

負
担
の
蓄
積
で
関
節
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
で
あ
る
軟
骨
が
す
り
減
り
、

み
が
生
じ
る
病
気
で
す
。
初
期
に

は
投
楽
(
湿
布
や
経
口
の
消
炎
鎮

痛
剤
)
、
四
頭
筋
筋
力
強
化
を
中

心
と
し
た
り
ハ
ビ
リ
治
療
、
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
注
射
や
イ
ン
ソ
ー
ル
な

ど
の
保
存
療
法
が
行
わ
れ
ま
す

を
ず
ら
す
「
骨
切
り
術
」
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
質
問
の
「
自
家
培
養
軟
骨
(
ジ

ヤ
ッ
ク
)
」
は
こ
れ
ら
の
手
術
に

至
る
前
の
段
階
で
、
保
存
療
法
を

浮
て
も
改
善
が
見
ら
れ
な
い
方

に
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
最
新
の

再
生
医
療
で
す
。
従
来
は
外
樫

の
軟
骨
損
傷
に
対
し
て
の
み
使
用

1

可
能
で
し
た
が
、
 
2
0
2
6
年
1

月
よ
り
一
{
疋
の
条
件
を
満
た
す
変

形
性
膝
関
躯
に
も
保
険
適
用
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

本
来
関
節
の
表
面
は

「
硝

子
軟
貫
と
い
う
滑
ら
か
で
弾
力

の
あ
る
特
殊
な
組
雫
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
浪
で
は

軟
骨
の
損
傷
部
を
硬
い
「
線
維
軟

二

自
身
の
細
胞
使
用
、
画
期
的
選
択
肢

の
軟
骨
を
採
取
し
、
約
4
週
間
か

け
て
培
養
し
た
後
 
2
回
目
の
手

術
で
移
植
し
ま
す
。
移
植
後
は
数

週
間
の
入
院
が
必
要
で
、
段
階
的

な
り
ハ
ビ
リ
が
膝
の
機
能
を
戻
す

鍵
と
な
り
ま
す
。

自
身
の
細
胞
で
膝
の
若
返
り
を

目
指
せ
る
画
期
的
な
選
択
肢
で
す

が
、
変
形
の
度
合
い
に
よ
っ
て
は

が
、
こ
れ
ら
は
主
に
痛
み
を
和
ら

げ
る
対
症
療
法
で
す
。

一
度
失
わ
れ
た
軟
骨
は
再
生
せ

丈
進
行
す
れ
ぱ
関
節
そ
の
も
の

を
金
属
に
置
き
換
え
る
「
人
工
膝

関
節
置
換
術
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
日
本
人
に
多
い
0
脚
変
形
が

背
景
に
あ
る
と
骨
を
切
っ
て
角
度

を
矯
正
し
、
体
重
の
か
か
る
位
置

゛
)
、

,
▼

き
で
埋
め
る
の
が
限
界
で
し
た

゛
、
.
、

か
、
ジ
ャ
ッ
ク
は
自
身
の
軟
骨
細

胞
を
培
養
し
、
こ
の
「
硝
子
畝
骨
」

を
再
生
さ
せ
て
欠
損
部
を
慾
で

き
る
唯
一
の
治
療
法
で
、
正
常
な

関
節
の
状
態
に
最
も
近
い
状
態
へ

の
回
復
が
期
待
で
き
ま
す
。

浪
に
は
2
回
の
需
を
要
し

ま
す
。
 
1
回
目
は
関
節
鏡
で
少
量

治
療
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
現
在
の
状
態
を

正
確
診
断
し
、
最
適
な
タ
イ
ミ

ン
グ
を
専
門
医
と
相
ぞ
て
く
だ

さ
い
。
盆
盧
県
医
師
会
星
野
祐
一

挫
戸
大
医
学
部
付
属
病
院
整
形
外

科
講
師
)

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。
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ホ升つ性膝関食←プくで整形外禾斗に通院いーーーーーー^
ルロン酸注射や靴のインソール製作といった・

対症療法をしていますが、痛みはなくなりま

せん。保険適用力汝台まった自家培養軟骨(ジ

ヤツク)とはどノVな治療で、膝の完治も期待
できるのでしょうか。 (62歳、女性)
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